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三河港湾
みかわこうわん

三河港湾事務所では、打ち寄せる波から三河港内を静穏に保ち、利用する船が安心して操船、接岸などができる

ように神野北防波堤の整備を実施しています。

現在は、防波堤先端部分の※ケーソンの製作・据付け工事や、発生が危惧されている大規模地震に備え、沈下後の

機能確保のために防波堤上部の嵩上げ（改良）工事を進めています。このうち防波堤嵩上げ（改良）工事について

は、１０月末にその一部（約６００ｍ）が完成し、残る部分も今年中の整備完了に向けて工事を進めています。

当事務所では港湾施設の利便性向上を図るため、引き続き必要な工事を実施していきます。

１１月８日に、半田市内４２の自治区の代表で構成される半田市

区長連絡協議会の防災交通防犯部会の方々約２０名が、衣浦港内の

視察を行いました。部会では半田市内各地域の防災及び防犯活動の

向上を目指し、防災・防犯に関する調査・研究を目的として、関係

各所への視察などを実施しています。
船内からの風景

職員による説明

※ケ－ソン：フランス語で
「大きな箱」という意味です。
鉄筋コンクリ－トで作った箱
のことで、波を防ぐ防波堤や
船をとめるための岸壁として
使用します。

当日は２班に分かれ、当事務所港湾業務艇「富士丸」にて港内の現

状を視察しました。船上からは主に半田市、武豊町側の沿岸域や高潮

西防波堤を視察していただきながら、当事務所職員から衣浦港の現状、

歴史や防波堤の役割などを説明しました。参加者は説明に対する質問

をしたり、写真等を撮るなどしていました。当事務所はこういった活

動に対し、継続的に支援を実施していきます。

嵩上げ後の防波堤 ケーソンの据付け
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※一部の地域を除きます。

海とみなとの相談窓口

11月19日に平成25年度豊橋商工会議所 港湾部会 臨時部会総

会が開催されました。総会は岩佐部会長、村松常務理事による挨

拶の後に、今回の議題である第21期部会役員の選任が行われまし

た。その後、当事務所長の鈴木から「最近の三河港の動き」とい

うテーマで講演させていただくことになり、三河港の港勢や自動

車の輸出入における役割と課題、当事務所の主要事業、防災・減

災対策等について説明し、説明後には質疑応答が行われました。

今回の講演によって、関係者の方々に事業概要や港湾行政につい

てよりご理解いただけたのではないかと思います。

今後も関係者や地域の方々に、より三河港について知っていた

だけるよう講演・支援活動等を行っていきます。

11月15日、愛知県建設技術協会が主催する平成25年度愛建技術講習会の参加者を対象とした港湾施設の工事

現場見学会が衣浦港中央ふ頭西地区の5号岸壁で実施され、35名の会員の方々が参加されました。

衣浦港中央ふ頭西地区5号岸壁は、昭和50年頃に建造された水深-12m・全長240mであり、3万トン級の船が

接岸できますが、老朽化が著しく施設の耐久力が低下したため、平成22年度から改良工事を実施しているところ

です。当事務所HPにおいても『旬な現場』として紹介している施設の一つであり、今回、見学依頼を受けて見学

会が実施されたものです。

当事務所長 鈴木による講演の様子

衣浦港の港湾工事現場見学の様子

当日は、当事務所職員及び工事

受注者から衣浦港の概要や工事内

容などの説明を受けながら実際の

港湾工事現場を見学し、説明後に

は参加者から技術的な質問が交わ

されるなど熱心に見学されていま

した。


